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ダイバーシティ＆インクルージョンの取り組み



Vision & Mission 理念＆使命

1. 保健・医療・福祉分野における諸問題を広範な学問体系から多面的、かつ、理論と実践の両面に考究する。
2. 根拠に基づいた実証的で論理的かつ合理的な研究を推進し、保健・医療・福祉サービスの利用者の視点を重

視します。
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設立当初から、職種・経歴が全く異なる会員で構成

「実務・実践」と「研究・開発」の両面から、
高度に専門的な多職種が集まる学会である、
という重要な特徴を持っています。いずれも
関わり合う組織経営、人事、財務、企画・
マーケティング、情報管理、質・安全管理、
建築、医療連携・医療介護連携、災害対応、
制度、政策などの様々な領域で、多職種の高
度な専門性と実績をもった実務家と研究者が
集まり、知識を分かち合い議論する場になっ
ています。このようなとても貴重な場が、さ
らに認識され、活用され、発展していくこと
を目指したく存じます。
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Members 多様な会員構成
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1963年設立当初から女性理事も活躍
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山口育子氏 × 今中雄一氏
認定NPO法人ささえあい
医療人権センターCOML
理事長

当学会理事長
京都大学医療経済学 教授

日本医療・病院管理学会
は多職種で成り立つネッ
トワークをもった魅力的
な場です。しかしながら
これまで不足してきた患
者・利用者の視点をより
取り入れ、医療者以外に
医療を理解していただけ
る機会を提供していく、
そのような社会貢献の必
要があると考えています。

患者の視点から医療を
知るために、たとえば、
医療に関わる様々な職
種を知る・学ぶことの
できる場づくり、学校
教育の場など、多くの
場面で主翼を担われる
学会と思いますので、
協働したプロジェクト
ができればと思います。
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Mission 患者・利用者・市民の視点の取り組み

連携推進委員会
国内の他学会・団体との連携促進に関わる事業を担当。
患者・利用者・市民の視点の取り組みについてより取り入れていくため特別対談を企画

https://www.jsha.gr.jp/wp-content/uploads/Special_Interview230518.pdf

学術情報委員会
医療・病院管理学に関する学術用語の収集・整理を
担当。用語辞典について、広く一般公開を行う。
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Mission 若手の活躍に向けた取り組み

2022年度 2023年度 2024年度

 若手会員の会設立理事会承認
（2022/08）。

 世話人招集（2022/09）
立ち上げ（12月～1月）
 連携委員会とのコラボ
（対談記事の作成等）

 日本衛生学会 シンポジウム登壇
（2023/03）

 メーリングリスト創設
 JSHAのHPへ若手会員の会ページ作

（2023/03）
 若手会員の会スタートアップ交流会

（2023/03）

 若手会員の会参加者募集
 病院見学ツアーの企画

  （第１回：東邦大学大橋病院）
 メーリングリストの活用
 学術総会とタイアップした企画

（シンポジウム・病院見学ツアー）
 会員向けアンケート実施

若手会員の会 活動準備 活動開始・ニーズ探索 活動拡大・学会本体との連携強化

 若手会員の会参加者募集

 若手会員の会企画（常設）
 若手会員の会企画（特別） ◎若手会員のネットワークにより、

新陳代謝が起き、各取組みを見え
る化して、学会本体との相互の協
力体制構築を目指す

◎若手会員の会
2022年8月設立、2023年3月活動開始
〇学術総会や各種委員会と連携した企画の実施
〇自発的な企画提案と遂行
〇他学会若手の団体との連携

若手の会会員数54名（うち世話人８名）

窓口：世話人８名
（うち学会幹事３名）

理事
委員会活動としてサポート
各委員会とのタイアップ提案
（プロジェクト参画機会の提供）

活動報告・相談

幹事がいることにより
理事との円滑な連携が可能
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